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　Abstract:　From February 15th to 23rd in 2009, the authors surveyed biosecurity meas-
ures being implemented at Australian Antarctic Division (AAD) against non-native species 
introduction into Antarctica. By visiting facilities and conducting interviews, the authors 
managed to understand the entire system of the biosecurity measures and management 
policies at AAD and the situation on the ground in four topics, 1. Management of 
equipment and machinery, 2. Management of expeditioners＇ clothing and gear, 3. 
Management of cargo, and 4. Education on expeditioners. This study demonstrated AAD 
strongly recognizes the risk of transporting non-native species into Antarctica in 
association with various activities of the Antarctic program thus has implemented 
comprehensive management policies with a range of meticulous measures to minimize the 
risk through the management of equipment, gear, clothing, cargo and the education of 
expeditioners. The thorough education on the risk of biological invasion in Antarctica and 
thereby the importance of the biosecurity measures for the expeditioners and staff 
conducted at AAD in particular was considered highly effective. Consideration and 
development of the organizational biosecurity measures for the JARE operations based-
upon the data presented in this study is recommended to promote the conservation of the 
pristine ecosystem in and around Syowa Station in Antarctica.
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1．　は じ め に
　外来種の導入また侵入は，南極の生物多様性や独自の生態系を脅かすという点で，現在南
極域で最も懸念されている問題の一つとなっている（Frenot et al., 2005）．なかでも，各国の
観測・輸送活動や観光事業での訪問により非意図的に持ち込まれる外来種の危険性は，近年
様々な報告で指摘されている（Bergstrom and Chown, 1999; Chown et al., 2012a; Hughes et al. 
2010; Lee and Chown, 2009a, b; Tsujimoto and Imura, 2012; Whinam et al,. 2005）．実際に訪問者
が集中している南極半島域では，ここ数年間で新しい外来種の定着に関する報告が相次いで
いる（Olech and Chwedorzewska, 2011; Smith and Richardson, 2011）．また，すでに南極域の一
部で報告されると共に今後の進行が予測されている温暖化は，今後新しい外来種の定着や分
布拡大を加速させ，外来種による南極固有の生態系への影響はさらに拡大すると予想されて
いる（Chown et al., 2012a; Molina-Montegro et al., 2012）．
　南極の環境や生態系の保護を目的として 1998 年に発効した「環境保護に関する南極条約議
定書」において，南極条約地域への外来種の持ち込みは原則的に禁止されている（SATCM: 
Special Antarctic Treaty Consultative Meetings, 1991）．先駆的に外来種対策に関する取り組みを
進めてきたオーストラリア（Potter, 2006, 2009）に加えて，数年前からイギリスの南極観測
活動や，南極半島を中心とした南極観光業でも様々な取り組みが始まっている（IAATO: 
International Association of Antarctica Tour Operators, 2011; 辻本，2010; United Kingdom, 2009）．
このような状況下で，南極観測実施責任者評議会（COMNAP: Council of Managers of National 
Antarctic Programs）は南極研究科学委員会（SCAR: Scientiﬁc Committee on Antarctic Research）
のアドバイスのもと，観測事業を行っている各国の物資輸送および管理を担当する責任者に
向け，外来種持ち込みの危険性を最小限に抑えるための防止対策行動案を提示し，各国に自
発的な外来種対策の取り組みを推奨している（COMNAP and SCAR, 2011）．現時点で日本の
南極観測事業においては，観測隊員に向けた講義の中で装備品などに付着して外来種が持ち
込まれる危険性を示して注意を喚起するほか，2012 年からスチールコンテナの洗浄を開始




拠点において南極観測事業を展開している（Australian Antarctic Division, 2012a）．オースト
ラリアの南極観測活動（AAP: Australian Antarctic Program, 以下同様）はすべて，オーストラ
リア政府の環境・持続可能性・水資源・人口・地域社会省（Department of Sustainability, 
139オーストラリア南極局における外来種持ち込み防止対策
Environment, Water, Population and Communities）所属の AAD で管理・運営を行っており，
AAP では年間およそ 300 名の観測隊員が南極域の各拠点に上陸し，およそ 5000 t の物資が
基地運営及び維持，観測活動のため南極域に運ばれている．
　気候が比較的温暖な亜南極域は，南極地域の中でも外来種の導入や侵入の影響を受けやす
く，報告例も多い（Frenot et al., 2005）．特に亜南極に位置するマッコーリー島を中心として
オーストラリアの観測拠点においては，1800 年代以降の人間活動により意図的または非意
図的に持ち込まれた外来種が数多く確認され，在来の動植物が壊滅的な被害を受けてきた例
もある（Bergstrom et al., 2009, Copson and Whinam, 1998, 2001; Costin and Moore, 1960; Hughes 
et al., 2005, Jones, 1977; Pugh, 1994; Rounsevell, 1978; Scott and Kirkpatric, 2008; Skira, 1978; 
Skira et al., 1983; Skotnicki et al., 2003）．このような状況を受けて AAD では，観測事業によっ
て外来種の繁殖体（種子，生きた昆虫・卵，菌類など）が南極へ運ばれる危険性をいち早く
認識し，どのようなシステムにおいてより危険性が高いかなどの現状分析に努めると共に，具
体的な防止対策を考案し実施してきた（Copson and Whinam, 2001; Parks and Wildlife Service, 





2．　Australian Antarctic Division における調査の概要























































図 2　Clothing Store のカウンターで観測隊員が試着をしながら必要な装備品を揃えている様子
Fig. 2.  An expeditioner prepares the clothing and gear at the Clothing Store counter.
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分かって以降（Whinam et al., 2005），AAD ではマジックテープがあまり用いられていない




















と考えられている（Curry et al., 2005）．Virkon® は南極半島観光船において観光客が上陸時
に使用する長靴の洗浄用殺菌剤としても推奨され（IAATO, 2011），実際に多くの観光船で使











　現在，AAP では観測隊員の大陸間移動に航空便エアバス A319-115LR も利用しているが，
航空便で運ばれる積荷は非常に限られており，ほとんどの積荷は船便で南極に輸送している






























　AAP に参加するすべての観測隊員は，南極出発前に Environmental training を受けること
が義務付けられている（経験者は 3 年ごと）．これは環境保護に関する約 1 時間の講義で，
図 4　貨物センターの倉庫内に保管された積荷の様子










vertebrate Kit”（図 6）で対象物を採取すると共に，“Incident reporting system”（外来種に限ら
ず，環境保全に係わるすべての事象について Web 上で AAD 本部に報告するシステム）で報





et al., 2005），AAD では特に観測隊員の装備品の取り扱いに関して強く注意を喚起している．
装備品に関する外来種持ち込み防止対策については，観測隊員に配布される“Expeditioner 
Handbook”（Australian Antarctic Division, 2012b）に詳細な記載があり，具体的な内容を以下
に記す．
図 5　AAD 本部の一室で開催された Environmental training の様子
















4．　お わ り に
　年々増加している南極への訪問者は，観光客だけでも 2011/12 シーズンにおよそ 3 万人が
報告され，観測隊員では 2007/08 シーズンにすでに 7000 人を超えている（IAATO, 2012; Chown 
et al., 2012a）．南極観測事業は拡大を続け，それに伴う外来種持ち込みの危険性も増大して
いる（Chown et al., 2012b; Frenot et al., 2005; Tin et al., 2009; Tsujimoto and Imura, 2012）．一度
図 6　外来昆虫を発見した際に採集・保存・記録するための採集キット




事例と共に報告されている（Bergstrom et al., 2009; Courchamp et al., 2003; Gren, 2008; IUCN, 
2000; Mack et al., 2000; SATCM, 2011）．南極域における詳細な外来種防止対策・管理プログ
ラムの立案と施行は，緊急の課題となっている（Chown et al., 2012b; Hulme et al., 2012）．
　今回調査を実施した AAD では，4 箇所の観測基地に赴く約 200 名の夏隊員と約 80 名の越
冬隊員，さらに夏期間の海洋観測プログラムの観測隊員を毎年南極域に送りこんでいる
（Australian Antarctic Division, 2012a）．AAP による南極域への航海は年に多くて約 8 回あり，
そのなかで約 5000 t の積荷を南極へ輸送している．一方，日本南極地域観測事業を運営する
国立極地研究所では，毎年約 35 名の夏隊員と約 30 名の越冬隊員に加えて，最大 20 名程度
の同行者を年 1 回の航海で送り出している．日本南極地域観測隊（JARE）の年間積荷輸送
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